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２０１６年４月ベラルーシ訪問  

２ 
０１６年４月２６日にチェルノブイリ

原発事故３０周年を迎えまし

た。事故後３０年の現在における医学

上の問題を議論する国際会議に出席

できることになり、チェルノブイリ医療

支援ネットワークの理事として参加し

ました。 

 今回の参加者は、日本医科大学名

誉教授・金地病院名誉院長・清水一

雄先生、獨協医科大学国際疫学研

修室・木村真三准教授、日本医科大

学附属病院臨床検査技師・渡會泰

彦先生、ロシア語医療通訳・コーディ

ネーターの山田英雄さん、そして私で

す。木村先生はパリから別便で参加、

他のメンバーはモスクワ経由でミンス

クに入り、４月１６日の夜にミンスクのホ

テルで合流しました。 

 国際会議は４月２１‐２２日、ゴメリで

開催されました。もう一つの重要な予

定である甲状腺内視鏡手術はブレス

トです。ミンスクとブレスト、ゴメリはちょ

うど二等辺三角形の頂点という位置

関係になっています。そこで、ミンスク

から列車でブレストに向かい、甲状腺

内視鏡手術と術後検診、甲状腺内視

鏡 手 術 の 体 験 者 に 対 す る イ ン タ

ビューを行い、ゴメリに向かいます。ミ

ンスク－ブレスト、ゴメリ－ミンスク間

の列車利用は経験がありますが、ブレ

スト－ゴメリ間の移動は初体験で、９

時間もかかりました。結局、３路線で合

計１５００キロに及ぶ列車の旅となりまし

た。 日程の関係から、ミンスクでの時

間があまりなく、いつも訪問していた日

本大使館やミンスク１０番病院、医学

再教育アカデミーの訪問は割愛しまし

た。 また、ＦＢＳ（福岡放送）のスタッ

フが番組制作のため同行しました。 

報告／河上雅夫（ＣＭＮ理事） 

チェルノブイリ事故30周年の会議に出席  

 ４月１８日、ブレスト州立病院を訪

問し、院長に対する表敬訪問・挨拶

と、患者さんに対する術前の検診後

に手術室に入りました。私は２０１２年

以来、毎回の訪ベラに参加してきま

したが、内視鏡手術に立ち会うのは

今回が初めてです。これまでは、見

学希望者が多くて人数制限があり

立ち会うことができませんでした。実

際に内視鏡手術を目の当たりにす

ることでその意義を再認識すること

ができました。 

 清水先生のベラルーシにおける甲

状腺内視鏡手術は、現在のところ

良性腫瘍やバセドウ病であり甲状腺

がんの手術ではありません。これ

は、甲状腺内視鏡の手術技術をベ

ラルーシの専門医に伝えるのが目

的であり、良性の手術ができれば悪

性に応用できること、わずか数日の

滞在ではリスクの少ない良性の手

術の方がいいからです。今回手術

を受けるのは、３１歳のエレーナさ

ん。甲状腺にしこりがあり、ものを飲

み込むのがつらいそうです。右側の

甲状腺を内視鏡で摘出することに

なりました。 

ブレスト州立病院で甲状腺内視鏡手術 
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 ブレスト州立病院のイーゴル医師

は、２００９年からの清水先生の手術

に参加し、その後ブレスト州立病院

で自ら内視鏡手術を始めています。

そして、歯科で使う金具を元に吊り

上げ金具を作るなど独自の手法を

取り入れています。年間２０～３０例、

のべ１００例にも及ぶ内視鏡手術をし

ているそうです。 

 今回の手術ではイーゴル医師の

使っている器具を使用し、イーゴル

医師が普段行っている手法（内視

鏡とメスの挿入口が同じ場所１か

所、清水先生の手法は内視鏡とメ

スの入口が別の２カ所の挿入口）に

よって手術が行われました。清水先

生にとっては、使い慣れていない器

具といつもとは違う角度・

位置関係での手術で非

常にやりにくかったものと

思います。 

 甲状腺の近くにはいく

つもの血管、神経が通っ

ており、特に神経を傷つ

けてしまうと声が出なくなる

などの障害が残ることになります。そ

のために、神経の場所を確認しなが

ら慎重に切り進めていく必要がありま

す。今回は特に神経の位置がわか

りにくく、想定以上の時間がかかって

いました。それでも、予定の２時間以

内に終わり清水先生の技術の高さ

がわかります。そして、手術中に頻

繁にイーゴル医師に声をかける清

水先生。手術の細かい点について

指導をしているのです。あとで清水

先生に確認したところ、まだまだ教

えることはあるということです。最新

の医療技術である甲状腺内視鏡手

術を広めるためには、まだまだ努力

が必要であることを認識させられま

した。 

手術前検診をする清水先生  

うに見えるまでになっていたのです。

これまでの甲状腺手術では、病の

原因を取り去ることはできても、傷を

残してしまうのでは、なかなか前向

 ブレスト州立内分泌診療所を訪問

すると２０１４年に甲状腺内視鏡手術

を受けたスベトラーナさんが清水先

生を訪ねてこられました。スベトラー

ナさんについては「チェルノブイリ通

信Ｎｏ．９８」（２０１４年１２月１０日）で

紹介しています。スベトラーナさんと

は私も２年前にお会いしています

が、初めは誰だかわかりませんでし

た。手術の時にも英語が得意である

のがわかりましたが、今回は清水先

生と英語での会話が弾んでいまし

た。その内容を聞いて大変驚くとと

もに、甲状腺内視鏡手術を広めて

きてよかったということを確信しまし

た。彼女は良性腫瘍でしたが、手術

前はどこに行くにも気になって仕方

がなかったけれども、手術後は何事

にも積極的になれたとのことでした。

それが外見にまで表れて、別人のよ

内視鏡手術の体験者が訪問 
甲
状
腺
内
視
鏡
手
術
を
受
け
た
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
さ
ん  
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きの気持ちにはなれなかったかもし

れませんが、内視鏡手術では傷が

残らないことがプラスに作用したの

でしょう。 

 この日には、２００７年に日本医科

大で甲状腺内視鏡手術を受けたア

レーシアさんも家族でやってきまし

た。我々のベラルーシ訪問の度に

会っているので、すっかり顔なじみに

なっていますが、息子のフィリップ

ちゃんはずいぶん成長してきまし

た。胎児の時に被爆して、２０歳の

時に甲状腺がんの手術を受けた彼

女は、その後結婚し、子どももできて

普通の家庭生活を送っています。

福島では甲状腺がんが増えており、

将来に対して不安のある若者も多

いと思いますが、アレーシアさんの

経験は福島の子どもたちに勇気を

与えるものだと思います。 

 ４月１９日、ブレスト内分泌診療所

を訪問すると、２０人以上のマスコミ

関係者が待ち受けていました。テレ

ビカメラも３台あり、清水先生や木村

先生は記者からのインタビューを受

け、フラッシュがたかれて一時は騒

然としていました。同行のＦＢＳ記者

は現地の記者を逆取材していまし

た。すると、彼女も甲状腺の手術を

受けており、日本からの支援に感激

して涙を流していました。 

 この会見をセットしたのはブレスト

州保健局で、日本から我々が来る

ことをアルツール所長から聞き、マ

 チェルノブイリ原発事故３０周年の

国際会議が開かれたのは、ゴメリの

国立放射線医学環境センターで

す。ここには２０１２年に訪問してお

り、病院内を見学させていただき、

最 新 の 設 備 が整 っ て い る こ と を

「チェルノブイリ通信」№９０で報告し

ています。 

 会議のテーマは「現時点における

放射線医学の問題を解決する科

学・実践」となっており、清水先生、

木村先生の講演内容もこのテーマ

にふさわしい、多くの方の関心を集

めるものでした。 

 放射線医学環境センター所長の

開会のあいさつの後、旧ソ連科学ア

カデミーの権威、レオニード・イリイン

さんが登壇されました。チェルノブイ

リ原発事故の当時、ソ連邦保健省

放射線防護国家委員会の長だった

彼が生涯許容被曝線量３５０ミリシー

ベルトを決定したと言われていま

す。現在、８８才ということですが、ま

だまだ元気です。 

清水先生はベラルーシにおける甲

状腺内視鏡手術について講演さ

れ、特に、２００７年に日本医科大学

で甲状腺内視鏡手術を受け、その

後結婚・出産したアレーシアさんを

紹介される部分では会場から拍手

が沸き起こりました。講演は英語で

行われ、それをロシア語に通訳した

のが放射線医学環境センター国際

部の若いスタッフ、アルツーマさん

です。アルツーマさんは清水先生と

事前に打ち合わせして正確な翻訳

スコミ関係者を招集したということで

す。特に、清水先生の甲状腺内視

鏡手術には多くの関心が集まってお

り、その後、ブレスト州立病院での術

後検診にもテレビの取材があり、患

者さんへのインタビューも行われて

いました。 

家族とともに訪れた アレーシアさん 
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になるように努力されたということで

す。 

 昼食後には木村先生の講演があ

り、福島第一原発事故による放射能

汚染の測定について報告されまし

た。木村先生は日本語で講演さ

れ、山田さんによるロシア語通訳で

した。事故直後、福島に入り汚染地

図を作り続けたことや、最新の汚染

地図の紹介がありました。 

 ４月２３日は土曜日でしたが、ベラ

ルーシ赤十字を訪問することになり

ました。休日かと思っていましたが、

カルヴァノフ総裁をはじめ多くの職

員が勤務中でした。これは共産党

時代からの伝統で、労働奉仕の日

だということです。まわりの建物でも、

多くの人々が清掃活動を行っていま

した。カルヴァノフ総裁との会見では

甲状腺検診についての有意義な話

し合いができました。そして、雪だる

ま号維持費の贈呈を行いました。 

 今回のベラルーシ訪問では、甲状

腺内視鏡手術がテレビ放送、地元

新聞、そして国際会議を通じて広く

紹介され、その意味が多くの方に理

解されたものになったと言えます。

チェルノブイリ医療支援ネットワーク

の支援者の中にも、内視鏡手術に

ついていろいろな意見があると思い

ますが、２００９年から内視鏡手術を

広める活動をしてきたことは間違い

なかったと確信しています。 

 今回の訪問ではＦＢＳ（福岡放送）

の同行取材がありました。成田空港

出発から帰国するまで、常にカメラ

で撮影されており、なかなか気を抜

けない旅でした。ＦＢＳの取材は昨

年１１月の連続学習会から始まり、福

島での広域被災者支援ネットワーク

会議、今回のベラルーシ訪問、さら

に自宅でのインタビューまで含めて

かなり長時間に及ぶものでした。そ

の結果、夕方のローカルニュース番

組「めんたいＰｌｕｓ」では３月１０日、５

月６日、５月２６日の３回、日曜深夜

のドキュメンタリー番組「目撃者ｆ」で

は５月３０日に放送になりました。 

会議で講演する木村先生。福島第一原発事故直後に放射線測定を行ったこと、

その後の線量測定や現在の汚染状況についての報告があった 

ベラルーシで新聞記事になったインターネットアドレス 

1.     http://www.bk-brest.by/2016/04/master-klass-ot-japonskogo-professora-mediciny-proshel-v-breste-2016-04-19/ 

2.     http://www.belta.by/regions/view/professor-iz-japonii-provel-v-breste-master-klass-po-udaleniju-opuholi-schitovidnoj-zhelezy-190226-2016/   

3.     http://www.zarya.by/event/message/view/18383 

4.     http://m.b-g.by/ru/page/health/31105 

5.     http://www.sb.by/v-belarusi/article/pochetnyy-professor-yaponskogo-meditsinskogo-instituta-provel-master-klass-dlya-brestskikh-medikov.html 
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の甲状腺がんへの不安はとても大き

いものがあります。放射能雲は県境で

消えたわけではなく、セシウムの汚染

地図を見ても周辺の汚染は大変大き

くなっています。 

 私たちが９７年にベラルーシでの医

療支援を始めた時、対象としたブレス

ト州はゴメリ州やモギリョフ州に比べて

汚染が低いと言われていて、支援の

対象から外れていました。福島県に隣

接する宮城県や栃木県は、一部の市

町村で福島県内と変わらないような汚

染地域があり、そういった地域に住む

住民の間では甲状腺がんに対する不

安が広がっています。これは、チェル

ノブイリにおけるブレスト州のように、注

目を集める地域ではありませんが、

我々が何らかの関係を持つのにふさ

わしいと言えます。 

 宮城県では日本キリスト教団東北教

区放射能問題支援対策室いずみが２

０１３年１２月から甲状腺検査を実施し

２ 
０１６年３月１２、１３日に開催され

た第４回広域被災者支援ネット

ワーク会議に参加してきました。今回

の開催場所は二本松市放射線被ばく

測定センターでしたが、ここは主催者

である木村真三先生の獨協医科大

学国際疫学研究室福島分室の所在

地でもあります。 

 参加者は、福島県内をはじめ周辺

の汚染地域から集まってあり、それぞ

れの地域で活動される団体の中心者

という方々です。 

 １２日にはそれぞれの団体が抱える

問題について報告し、それに対して全

員で討議するという形で進められまし

た。被災者としては福島県内に居住し

ている方だけでなく、福島から避難し

た方や福島県に隣接した地方に居住

している方もおられ、それぞれに問題

も違い、支援の内容も違ってきます。

特に、周辺の地域では福島県のような

甲状腺検査は行われておらず、住民

ており、２０１６年２月までに２５回、合計

１，２３７人が検査を受けています。判

定基準は福島に準じていますが、２０１

１年３月１１日時点に１８歳以下だった９８

５人のうち、１４人がＢ判定（５．１ミリ以

上の結節、２０．１ミリ以上ののう胞を認

めたもの）となっています。 

 栃木県では那須塩原市、那須町な

ど県北部を中心とした「３．１１つなが

る、つたえる、そして未来へ」実行委

員会が自主的な甲状腺検査を実施

しています。エコー検査器は他団体

から借用して那須町、那須塩原市で

合計１５０人の検診を実施したというこ

とです。 

 宮城でも栃木でも民間の自主的甲

状腺検査ではいろいろ問題を抱えて

いるようです。その一つが専門家の協

力が少ないということです。宮城の場

合は地元の小児科医や内科医がエ

コー検査を行っているということです

が、甲状腺の専門医ではないため、２

第４回 広域被災者支援ネットワーク会議 

（報告／河上雅夫） 
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並行して運動を起こすことはできると

思います。 

 ネットワーク会議２日目の１３日午後

よりオプションとして飯館村を訪問しま

した。 

飯舘村訪問 

 飯館村は福島第一原発事故の際、

南東の風に乗って放射性物質が多く

降りそそいだ村として有名です。事故

直後には毎時４０マイクロシーベルトの

空間線量が検出されましたが、事故

から１ヶ月後の４月２２日に「計画的避

難区域」に指定されました。事故直後

に自主避難したのに、避難区域の指

定が遅れたために戻ってきた人も多

かったようです。その後、村は帰還困

難区域・居住制限区域・避難解除準

備区域に分断され、国・東電が進める

除染＝避難解除＝損害賠償打ち切り

という政策に対して、村民の半数以上

が原子力損害賠償紛争解決セン

ター（原発ＡＤＲ）に和解仲介を求め

る申し立てを行うに至っています。 

 その飯館村を案内してくれたのは、

次検査を行うことはできていません。

栃木の場合は地元の医師会の協力

がなく、北海道がんセンター名誉院

長の西尾正道さんが一人で対応して

いるということです。いずれの地域も甲

状腺の専門家の協力を切望してあり

ました。私たちは甲状腺の専門家と長

い間良好な関係を保っており、特に清

水先生には多くの教え子がおられま

す。その先生方の中で福島支援に協

力的な方があれば、現地の団体との

仲介をすることは可能ではないかと思

います。 

 福島以外の県で甲状腺検査ができ

ないのは政府がそれを望んでいない

からで、その中で市民が自主的な検

診をしても限界があります。それにも

かかわらず甲状腺の心配をしている

方は大勢いるわけで、その状況でどう

すればいいのか。この会議で私が提

案したのは、指先で首のまわりを触っ

て異常を見つける（触診）運動を広め

るということです。最初は触診の方法

を専門家から教わる必要があります

が、触診のできる人たちがほかの方に

教えていけば多くの方ができるように

なるはずです。この活動を運動として

広げていけば、甲状腺の問題を多くの

方に知らせていくことができるでしょう。 

現地の方の話を聞くと、エコー検査に

こだわるという面もあって私の提案を

すぐに聞けるというわけではありません

でしたが、エコー検査に対する支援と

原発事故の前年、飯館村にある農業

研修所の管理人となられた伊藤延由

さんです。伊藤さんは新潟県に避難し

て、新潟と飯館村を往復する生活を

してあります。 

 飯館村役場の次に案内されたの

が、除染廃棄物の焼却施設です。看

板には「産業廃棄物の中間処理施

設」とは書いてありますが、放射能とか

放射性物質という記述は一切ありませ

ん。訪問時には煙が上がっており稼働

していましたが、５月末の情報では障

害のため停止しているようです。 

 次に、伊藤さんの職場である「いい

たてファーム」を訪問しました。ここは

周囲の汚染レベルが高く、生活するに

はふさわしくありませんが、立入禁止に

なっているわけではありません。アメリ

カから導入したエアーサンプラー（空

気を吸引して空気中に含まれる汚染

物質をフィルターにとらえる装置）を見

せていただき、放射能測定の苦労話

などを聞きました。最後に玄関で記念

撮影し、飯館村を後にしました。 

放
射
線
量
率
マ
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に
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三
先
生 
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地球にやさしい再生紙と大豆インクを使用しています。 

（順不同・敬称略） 

20 16年2月1～4月30日

までに募金をして下さった

方、ならびに商品購入を通じて活動を

支援して下さった方です。同封の振込用

紙の「氏名掲載」欄で、「可」の部分へ

○印をして下さった方々をご紹介してい

ます。掲載を許可される方はぜひご記入

をお願いします。 

 なお郵便振替以外からのお振込み等

については、許可が確認できなかったもの

として、掲載しておりません。募金者名の

掲載をご希望の場合は、お手数ですが

事務局までご連絡下さい。 
 ＜都道府県別 / 計84名（匿名含む）＞ 

  【東京都】5名  【埼玉県】2名  【新潟県】1名 【愛知県】1名  

  【三重県】1名  【滋賀県】1名  【大阪府】1名  【兵庫県】2名  

  【島根県】3名  【広島県】6名  【山口県】5名 【愛媛県】1名  

  【福岡県】36名  【佐賀県】3名 【長崎県】3名  【熊本県】2名  

  【大分県】6名  【宮崎県】2名  【鹿児島県】3名  

伊藤金光 井上裕子 榎本みつ枝 川崎幸子 

河瀬郁恵 古賀えみ子 財津悠子 佐々木し

のぶ 佐藤和子 澤野重男 志村美幸 杉田

英雄 高木裕子 高橋武三 高橋美和 田中

裕一 田中啓 富田明美 豊坂愼一 野村幸

子 東真喜子 深堀ミチ子 福井寿雄 丸山

さより 宮田京子 めぐみ保育園職員一同 

本岡眞利子 森悠子 森戸春江 和田政子  

相羽美香子 礒道綾子 一瀬和美 伊藤利恵 稲田照子 井上礼子 植田清子 内野千鶴子 

有働聡美 江原健一 延壽富美 大麻卓子 大久保仲子 大久保弘子 大崎知恵 太田昌子 

大場満 小黒慈子 落石久子 片山富美子 金山涼子 紙森優子 亀川早苗 河上雅夫 川崎

君子 川﨑清美 川尻愛子 木村雅子 倉掛大輔 古賀輝洋 古賀尚子 後藤宇企子 財津耐

代子 財津悠子 斉藤美代子 阪口香奈子 坂口馨子 佐々野也依 佐竹早苗 佐藤一江 佐

藤進一 佐藤照子 白浜千恵子 末永浩子 首藤展子 高山知佐子 竹田恵子 武田孝子 田

中京子 珍部千鳥 土持秀男・由利子・朱加 綱脇牧子 富永隆史 鳥井原桐子 鳥原良子 

永尾ゆかり 中島幸代 中島まゆみ 永野沙智子 西首延子 丹羽道代 納富育代 深川哲臣 

福井初子 福本勍子 藤田優子 藤本孝子 渕田三輝 古川恵子 松尾智恵子 松木幸美 松

永庸子 丸山さより 水本敬子 三野桂子 宮野義治 村西美由紀 村松知子 室屋芳乃 山

下澄子 山中陽子 山本亮輔 吉田美抄子 渡邉久美子 渡邊真志子  

月々 300円からの募金

で気軽に、コツコツ

チェルノブイリ支援をはじめませんか？  

マンスリーサポーターになると毎月26日に

ご希望の金額がゆうちょ銀行総合口座

から自動的にCMNへ寄付されます。 

「毎回振り込みに行く手間を省きたい」 

「無理なく継続的に支援を続けたい」とい

う方にピッタリです。 お申込、お問合せは

事務局までお気軽にどうぞ！ 

お名前の掲載について 

マンスリーサポーター募集中！ 

●マンスリーサポータの皆さん / 計120名（匿名含む） 
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振込 用紙は毎号同封し

ています。これは「思

い立った時にいつでも振り込みできるよう

に、毎号同封してほしい」というご要望が

あったからです。決してお振込を強要する

ものではありません。恐れ入りますが、ご

不要な方は処分をお願いいたします。 

 

住所 を変更された方は、

事務局までお知ら

せください。なお今後の資料送付がご不

要の場合は、お手数ですが事務局まで

その旨ご連絡ください。  

事務局からのお知らせとお願い 

●皆さまからのメッセージ（一部抜粋） 

●少しでもお役に立てれば嬉しいです。●いつも忘れないように手払いしています。●わずかですがお

役立てください。●甲状腺手術をなさった3人の女性。子どものころのチェルノブイリ原発事故の影響

が大人になって出てきているのですね。福島の子どもたちが20年30年先で同じことが起こるのではな

いかと心配します。●コーヒーありがとうございました。チェルノブイリ事故から30年、フクシマから

5年ですね。日本国の対応は旧ソ連より劣化しています。●年1回の募金ですが、お役立て下さい。●わ

ずかですが、続けようと思っています。●いつも福祉にご貢献頂きましてありがとうございます。わず

かでもお役に立ちますように。●マトリョーシカ、ステキです！●おいしいコーヒー、ありがとう。 

編 

記 後 

2016年4月に発生した熊本地震によって被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。約8000キロ離れたベラルーシの人々にも、この

地震のニュースが伝わり、現地の多くの方からお見舞いの言葉をいただきました。被災地、被災者の方々に心休まる日々が再訪することを 

お祈りしております。（み） 

活動支援金 1,312,538 円 

のぞみ21カンパ 23,000 円 

雪だるま3号カンパ 22,000 円 

東日本支援カンパ 73,500 円 

合 計 1,431,038 円 

＜2016年2月～4月分の寄付内訳＞ 

☆株式会社カタログハウスさまより、100万円の運営支援カンパをいただきました。心よりお礼申し上げます。 


